








































































ル 5 mの上を通過すると 0.18秒しかない





































































































図 4　送電コイル 5 mと通過時間 180 ms の関係
t=0,Detection
5m












































































5.Laying RC mesh G-M（1）
7.Rolling binder and surface course
2.Spreading of base course
4.Embedding coil











速 80 km/hと し，給 電 が 必 要 な 電 力 は
13.5 kW程度として試算している。安全距離
として 2秒間以上の車間距離を考えると，時







































図 9　DWPT と PVの融合　オフグリッド
はいえ強力に DWPTとして
の電力供給が可能である。
 ワイヤレス充電による
多彩な研究
　ワイヤレス電力伝送の応用
先は多彩である。IoT機器へ
の給電だけでなく，ロボット
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ヤレス充電の話が地球温暖化を解決できる非
常に有力な手段という，少し前では秘密であ
った話を紹介した。
　一つの技術だけで力業で物事を解決する時
代もあったが，これからは，有機的に繫がっ
た技術と社会システムによって物事が解決さ
れていくことになる。ワイヤレス電力伝送は
他の技術や産業とのコラボレーションを得意
としている。今後も多くの方々と協力しなが
ら研究開発を進めていきたいので，共同研究
などに興味のある方々はお声がけしていただ
けると幸いである。
　参考文献
1）　居村岳広，“磁界共鳴によるワイヤレス電力伝送”，
森北出版，416頁，2017. 1. 31
めに外部から光ファイバーを差し込むのでは
なく，LEDとワイヤレス電力伝送の組合せ
で行う。従来は 5日かかっていたが 30分ほ
どでの達成を目指している（写真 4）。
居村研究室
　本研究室は 2019年 4月に理科大野田キャ
ンパスに立ち上がった。写真 5のようなメ
ンバーで研究を始動したところである。世界
的にも数ヵ所しか走行中給電施設はない中
で，12月には写真 6のように走行中充電路
のための給電用仮設設備も野田キャンパスに
整えることができた。本拠点から，世界を驚
かすための更なる研究の発展に努めていく。
さいごに
　ワイヤレス電力伝送の技術紹介から，ワイ
写真 4　暗室実験と小型コイル
写真 5　居村研メンバー
写真 6　走行中給電路仮設設備
によるセンサ給電や，核廃
棄物用センサへのワイヤレ
ス給電など非常に多数の応
用事例があるが，ここでは
ガン治療への応用について
紹介する。光免疫療法とい
うガン治療がある。ガン細
胞とのみ結び付く特殊な薬
品に，近赤外線光を積算約
50［J/cm2］照射し，薬を
励起することでガン細胞を
死滅させ腫瘍を治療するこ
とができる新しい治療法で
ある。この光を照射するた
